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研究成果の概要（和文）： 

本研究は、言語表出の乏しい自閉症児２名、重度知的障害児１名、重症心身障害者１名に対

して、個別指導のなかにＡＡＣ機器を導入して意志表出を促した。そして、獲得されたスキル

を日常生活においても活用し、生活の質を高めることをめざした。指導は応用行動分析の立場

で行い、行動観察と、事例によっては自律神経系指標も加えて、客観的に変化を評価した。い

ずれの対象者も指導効果と意志表出の促進が認められた。１例が日常生活に導入でき、一定の

効果は認められた。今後もＡＡＣ機器を日常生活に導入する試みを継続して行う予定である。 
 

研究成果の概要（英文）： 

This study targeted 2 speech impaired autistic children, 1 child with severe mental disabilities and 1 

person with severe motor and intellectual disabilities who were treated with AAC devices under an 

individual guidance set up to assist them in expressing their individual wills. Further, they were guided 

to make use of their newly acquired skills in their daily lives in an effort to improve the quality of their 

lives. The guidance was given from the point of view of applied behavior analysis and adapt behavior 

with the addition of autonomous nervous indicators based on behavior observations and examples with 

an objective evaluation of said changes. All of the targeted participants showed improvement in the 

effectiveness of guidance faculties and expression of will. The effectiveness of its utilization in daily life 

was observed in one case. Further research will be carried out with the aim of implementing this 

approach into the daily lives of parties who would benefit from its application.  
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みが療育施設や学校教育で行われるように
なった。しかし、AAC が個人のコミュニケー
ション能力を日常生活のなかで最大限に発
揮させることを目指しているにも関わらず、
それを日常生活で利用して行動の変容や生
活の質が向上したという客観的な報告は確
認でない。また、AAC を活用してコミュニケ
ーション指導をする場合、対象児者の心理的
過程を把握した研究の報告も見当たらない。 
療育や教育指導場面における獲得過程の客

観的な評価やその時の心理的状態をふまえ
て、獲得された AAC 機器を活用したコミュニ
ケーション手段が日常生活に活かされてこ
そ、障害児者の生活の質や社会参加の向上に
つながると考えられた。 
 
２．研究の目的 

本研究では、発語が乏しいあるいは発語が
困難なコミュニケーション障害児者に対し
て障害の程度や能力に応じて AAC を活用した
コミュニケーション獲得プログラムで指導
し、その後に、日常生活場面でそのスキルを
利用できるところまで介入することで、障害
児者の日常生活に AAC機器を活用する道を拓
く一助にすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 

本研究は、研究代表者と連携研究者が関
係する福祉施設や大学において、倫理的審査
などを受けた後に実践的に行われた。対象者
は、発話によるコミュニケーションをとるこ
とが困難な自閉症児２名、重度知的障害児１
名、重症者１名であり、発達程度に合わせた
プログラムによる指導が定期的に行われた。 

自閉症児と重度知的障害児では、音声出力
コミュニケーション補助装置(VOCA)が、重症
者にはパソコンと随意性の高い機能に合わ
せて選択したスイッチ、コミュニケーション
用ソフトが使用された。 

具体的には、これまでに発表してきた各事
例を整理して以下に報告する。 
 
４．研究成果 
１）要求行動と音声言語表出に効果 
(1) 目的 
音声系の AAC 手段を利用したコミュニケー

ション行動指導が言語的コミュニケーショ
ン行動に与える影響と標的行動以外のコミ
ュニケーション行動の変化について検討す
ることを目的とした。 
(2) 方法 
① 対象児：自閉症男児Ａ児（特別支援学校
小学部３年生）理解面は比較的良好であるが、
表出面、特に音声言語表出面に著しい遅れが
ある。言葉で伝えてくることもあるが、音声
が不明瞭である。言語、集団参加など対人コ
ミュニケーション面で遅れが見られた。 

② 手続き：週１回、約 40 分の個別指導。ア
セスメント；対人コミュニケーションに遅れ
があるため、AAC 手段を媒介に、繰り返し音
声モデルを呈示してことばの明瞭度を上げ
言語表出につなげる。指導手続き；命名行動
指導をベースライン、介入（名称のモデル呈
示）、般化プローブ、遊具の要求行動指導を
ベースライン、介入（VOCA に挿入されたカー
ドで遊びたい遊具を選ぶ）、プローブ（写真
カードのみの呈示）を行った。具体的には、
「ちょうだい」ボタンで要求、玩具を受け取
ると「ありがとう」ボタンを押した。また、
プロンプトは「今日は何をして遊ぶ」「○○
ですね、どうぞ」など、状況に対応して使用
した。各指導場面は、ビデオ機器に録画した。 
③ 結果の分析法：「命名行動」の観察項目で
は、(ⅰ)「差し出し」と「ボタン」の出現頻
度の変化、(ⅱ) 命名行動の出現率の変化、
(ⅲ) 表出音声の質的変化を、「遊具の要求行
動」の観察項目では遊具の要求行動の変化を
数量化して出現頻度をもとめた。また、観察
の信頼性も複数で評定して確認した。 
(3) 結果及び考察 
① 命名行動指導の効果 
 (ⅰ) 命名行動の出現率の変化 

介入期前半は「プロンプト」が多かったが、
セッションの経過に伴い次第に「自発」が増
加していった。「自発」の頻度の増加と表出
音声の明瞭度の評価の高まりが同じように
変化していった。命名行動の指導場面で、
VOCA と指導者の二つの音声が対象児にとっ
て音声モデルとしての機能を持ち、この音声
モデルを繰り返し呈示されることで次第に 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 命名行動の出現の変化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 音声表出の明瞭度の変化 
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表出音声が明瞭になっていったが、これはＡ
児が自分の表出音声に対し自信を持つこと
で、自発的に命名する頻度が増加していった
と考えられた。 
② 遊具の要求行動指導の効果 
ベースライン期に要求行動の行動連鎖が確

立した。介入期はセッションの経過と伴に
「遊具」「ちょうだい」「ありがとう」ともに
VOCA による表現から言葉による表現へ徐々
に移行していった。プローブ期でも言葉によ
る表現が多かった。VOCA による要求と言葉に
よる要求について、介入期の後半、言葉によ
る要求が見られるようになった。つまり、非
音声型のコミュニケーションモードから音
声型のコミュニケーションモードへ変換さ
れた。これは、VOCA のモデリング機能とＡ児
のコミュニケーション意欲の高まりが関係
していると推察された。 （担当：氏森英亞） 

図３ 応答行動の変化 
 

２）重度知的障害児の要求行動の形成 
(1) 目的 
VOCA を用いて他者に対して自分の要求を伝

える行動を形成することを目的とした。 
(2) 方法 
① 対象児：重度知的障害女児Ｂ児（特別支
援学校小学部４年生）３歳の時にインフルエ
ンザ脳症に罹患。目についた物を次々と口に
入れて舐めたり、無作為に叩くことが多い。
玩具などを手に持って保持する時間は短い。
非常に多動で発声やサインもない。 
② 手続き：原則として週１回、約 40 分間の
個別指導で、VOCA の使用による他者に対する
要求行動を目指した。アセスメント；Ｂ児の
遊びの好みは｢たわし｣｢マッサージボール｣
などを使用した感覚遊びや大人に抱き上げ
て回す遊び、｢キティ｣｢プーさん｣などの玩具
やピンク色を好む。教材；左胸にトーキング
シンボルをジャケットに縫い付けた VOCA ジ
ャケット、わくわくボックス、VOCA ボック。
指導手続き；玩具遊び場面では、ベースライ
ン期、玩具固定期、わくわくボックス導入期、
VOCA ボックス導入期を設定した。また、身体
遊び場面や感覚遊び場面では、要求行動に指
導者が身に付けた VOCA ジャケットのトーキ

ングシンボルを押すことを求めた。各指導場
面は、ビデオ機器に録画した。 
③ 結果の分析：VOCA を押した出現数など、
VTR を再生して事象記録法で観察・評価し、
プロンプトの有無で区分した。それに基づき
各行動の出現回数、標的行動の出現率を求め
た。２名による観察の一致率は 93%であった。 
(3) 結果及び考察 
① 玩具遊び場面の自発的な行動の出現変容 

的叩き場面における教材を自発的に叩く
行動は、ベースライン期でほとんど出現しな
かったのに対して、玩具固定期、わくわくボ
ックス導入期と出現する頻度が増加した。一
方、教材以外を叩いたり舐めたりする行動は
反比例するように減尐した。 

｢玩具を叩く｣行動は、玩具やスイッチを見
てから叩く行動と定義して評定した。玩具固
定期に入り、｢玩具を叩く｣行動が多く生起し
たことは、本児が玩具を見ながら叩くことが
出来るようになったといえる。また、わくわ
くボックス導入期の教材はそれまでの玩具
に比べ、音楽が流れライトが点灯することで
強度の高いフィードバックが得られるよう
に工夫されていた。他の玩具の中から選択的
にわくわくボックスから得られるフィード
バックを求めてスイッチを押したと推察さ
れる。 

これらのことから、自発的に物を目的的に
操作できるようになることは、感覚的な物の
操作の生起頻度を抑制することに効果があ
ると考えられた。 
② 感覚遊び及び身体遊び場面の VOCAによる
要求行動の出現変容 

感覚遊び場面における VOCA を用いた要求
行動の出現経過は、VOCA に手を伸ばして押す
自発的行動がプロンプトで生起した行動よ
りも一貫して多く出現し、セッションを重ね
るにつれ、その傾向が顕著になった。 
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図４ 感覚遊び場面における行動変容 

 
身体遊び場面では、身体遊びを要求する時

に VOCA を押す自発的行動が、導入した３回
目より急激に増えた一方で、プロンプトによ
る要求行動は激減し、その行動の傾向は持続
的にて維持された。 

身体遊び場面および感覚遊び場面では、Ｂ
児は指導者が身につけている VOCA を押す行
動で、即時に、好みの高い、指導者が持って 
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図５ 身体遊び場面における行動変容 

 
いた物を使う感覚遊びや指導者による身体
遊びで強化を得ることができ、人を介してい
るが物の目的的操作の性質を十分に含んだ
ものといえる。そのため、玩具固定期におい
て｢玩具を叩く｣といった物の目的的操作が
増加し、安定したセッション以降に、自発的
な「VOCA を押す」行動は高頻度で生起して維
持されたと考えられた。人からの反応そのも
のが強化となる要求行動を獲得した後に、人
を介して物や活動を得るという要求行動に
段階を経て獲得していると推論された。 

（担当：小笠原 恵） 
 
３）知的障害を伴う自閉症児の行動統制 
(1) 目的 

VOCA を用いて欲求要求を伝え、その許可を
得たのちに行動することを獲得し、それが日
常生活に般化することを目的とした。 
(2) 方法 
① 対象児：知的障害をもつ自閉症男児Ｃ児
（特別支援学校中学部３年生）田中ビネー式
知能検査（CA：11 歳３ヵ月，MA：２歳 10 ヵ
月，IQ：25）グッドイナフ人物画知能検査（11
歳５ヵ月時に MA78，IQ67）、絵画語彙発達検
査（11 歳９ヵ月時に語彙年齢（VA）５歳９ヵ
月）言語理解はあるが、発語は時折単語のみ。
しかし、漢字やローマ字を読むことも可能。
奇声や情動行動や衝動行動がある。食べ物へ
の欲求は強い。TV ゲームを一人でできる。 
② 手続き：指導手続き；原則として月１回、
約 50 分間の個別指導で、パソコンによる課
題とプレイルームでやりたい遊びに対して
VOCA（トーキング・ブリックス）を押して許
可を求める。要求できる遊びは、トランポリ
ン、お絵かき、玩具遊び、プラレールとした。
アミラーゼ活性値；指導前後でアミラーゼ活
性値を測定した。家庭での VOCA 導入手続き；
12 月より、「危ないから飛び出さない」と録
音したトーキング・ブリックスを玄関ドアに
絵と共にはり、外出する時のボタン押しをも
とめた。これらをビデオで録画した。 
③ 結果の分析：セラピー；それぞれの遊び
に対して VOCA を押した出現数、発語など、
VTR を再生して事象記録法で観察・評価した。

観察場面を３ヵ月おいて観察の一致率を求
めた。また、アミラーゼ活性値(AMY 値)を経
時的変化を評定した。家庭；家族が記録した
ボタン押しと適正な行動の生起率を求めた。 
(3) 結果及び考察 
① VOCA の使用と心理的安定 

プレイルームでの VOCA の使用頻度をみる
と、セラピー当初はＣ児とのラポールを築く
ため自由場面を設定したが、Th に対する要求
言語の表出はあまり見られなかった。その後、
VOCA を導入して行動統制を行ったセッショ
ン３以降、徐々に自発的あるいはプロンプト
による VOCA 押しによる要求言語の表出が増
加し，一方で，VOCA を押さずに勝手に遊ぶ行
動は徐々に減尐した。このことから、Ｃ児の
なかで VOCA の使用が定着していったと認め
られる。このことは，親面接から VOCA の使
用が増えた時期から家庭での行動も落ち着
いていき，イライラしたときに衝動的に手が
出ることが減ったとの報告と関連していた。
日常での心理的要因がセラピーに反映した
のか、セラピーの効果が家庭での行動に影響
したかは不明であるか、一定程度の関係性が
推察された。 

図６ VOCA の使用頻度 
 

また、セラピー前後の AMY 値の変化は、統
計的にも有意差はなかったが、セラピー後に
減尐する試行が 5/9 回で多尐多かった。行動
観察からは、要求行動の充足や課題達成にお
ける社会的強化で心理的に落ち着いた印象
を受け、それが反映したようにも考えられる
が、Ｃ児の来所時の状態とも関係していると
考えられ、その際の観察も含め丁寧な分析が
求められる。 
② 家庭での VOCA の使用と行動統制 

Ｃ児は２階の自宅玄関を出ると一気に駆
け下りて道路に飛び出しており、家族が危険
に感じていた。そのため、玄関ドアに貼った
セラピーで使用している VOCA を押して音声
により飛び出しへの危険を意識化し、飛び出
しの抑制を試みることにした。家族の協力を
得て押した回数（プロンプトを含む）と実際
に道路に出る前に止まった回数を記録した。      
現実には、平日は登校する程度の活用頻度で
あるが、土・日を含めると１～７回の使用で 

 



 

 

図７ 飛び出し抑制の達成率 
 

あった。月ごとに行動統制の達成率を求める 
と、２月の 65％以降、増加傾向が推測された。
家族の記録では、ボタン押しが自動化されて
おり、行動統制につながらない印象を記述し
ているが、達成率は上昇傾向にあり、繰り返
し動作で獲得された行動は、飛び出し注意へ
の意識化につながっている可能性も示唆さ
れた。        （担当：矢島卓郎） 
 
４）パソコンによる意思表出の習得過程 
(1) 目的 

言語理解力はあるが言語表出できない重
症者に対してスイッチの適性を図りつつパ
ソコンによる意思表示を獲得し、日常生活に
導入することを試みることを目的とした。そ
の際に、指導時の心理的状態を把握するため
心拍など自律神経系指標の変化も確認した。 
(2) 方法 
① 対象者：アテトーゼ型四肢麻痺の重症者
Ｄさん（31 歳；男性） 知的能力（CMMS；３
歳－３歳６ヵ月）、絵画語彙検査；３歳。問
いかけに身体を反らして Yes、No表出が可能。
② 手続き：指導手続き；原則として月１回、
月に１回約 30～40 分、対象者は車いすに座
り、眼前約 50cm のモニターで、(ⅰ)コミュ
ニケーション課題；TAC（ICSS 教育研究所）
の各画面３枚の写真（「ヘルパー名」「家庭用
品などの名称」「外出先の店など」）をオート
スキャン呈示し、そのなかから質問に対応し
た写真を自作 CD ケーススイッチ（CDSW）や
ピエゾスイッチ（PPSSW）で選択、(ⅱ)ゲー
ム課題；「魚釣りゲーム」を行った。スイッ
チの適用；2007 年から 2011 年にかけて CDSW
期を５回、その後は PPSSW を使用した。各試
行は２～３方向からビデオ録画し、同時に
AQ-VU（TEAC）に記録した。アミラーゼ値(AMY
値)；課題遂行の前と終了後に測定した。心
拍の測定；複数の試行では、心拍をテレメト
リーに導出し、ビデオ記録と同時収録した。 
③ 結果の分析：CDSW 期と PPSSW 期における
コミュニケーション課題では、スイッチによ
る選択課題の正答誤答数を求めた。アミラー
ゼ活性値（AMY 値）は、課題遂行前後で測定
した。VOCA を押した出現数など、VTR を再生
して事象記録法で観察・評価し、プロンプト
の有無で区分した。それに基づいて各行動の

出現回数、標的行動の出現率を求めた。２名
による観察の一致率は 93%であった。 
(3) 結果及び考察 
① 正答率・誤入力率とスイッチの適性 

1期では首に提げたCDSWを右手で屈曲して
押す方法で画面の写真を選択する操作を学
習する試行をおこなった。次第にスイッチの
応答性が悪くなり、正答率は 80％－90％であ
ったが、無入力率が 40％－50％になった。２
期で PPS センサを頸部に装着し、首を横に動
かして入力する方法に切り替えた。その結果、
正答率の増加と無入力が減尐したが SW の感
度調整が微妙であった。課題前後のアミラー
ゼ値は、１期では 3/7 回、２期では 5/9 回で
終了後に減尐し、２期は平均値も低かった。
CDSW は対象者が力加減の調整が未熟のとき
は耐性に問題があること、家庭で仰臥位では
使用できないことが明らかになった。本対象
者では、PPSSW で活用性があり、AMY 値も減
尐する傾向を示したことから、ストレスも尐
なく使用できる可能性が示唆された。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図８ 正答率（全体）と誤入力率（模様） 

 
② 自律神経系活動からみた課題遂行 

AMY 値は、2007 年から 2011 年の試行を分
析対象とし、CDSW 期を５回、その後１年単位
の３期について AMY 値の平均と変動係数（CV）
を求めた。 

その結果、AMY 値は、PPSSW を開始した１
年間以外は課題終了後に低下傾向を示した
が、CV はいずれも実施後に高くなっていた。
PPSSW 導入直後の高い AMY 値は入力方法の変
更とその操作に慣れるまでのストレスが影
響したと推測され、CV が一貫して課題終了後
に高いことから、課題遂行が自律神経系に影
響していると推察された。 

心拍Ｒ-Ｒを計測した６試行において、写
真選択時よりゲーム時に交感神経系活動の
指標である LF/HF が高い傾向が認められた。 

また、課題終了後に平均 LF/HF と AMY 値で 
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図９ AMY 値の平均(上)とＣＶ(下) 
 

0.56 の相関係数を示した。これらのことから、
写真選択時に副交感系が、ゲーム時には交感
系が活性化傾向を示したが、それがアドレナ
リン活性を反映する AMY値からも認められた。       

（担当：矢島卓郎） 

 
図 10 ＬＦ/ＨＦとＡＭＹ値の関係 

 
５）ＡＡＣ機器の日常生活への導入について 

本研究は、障害特性に合わせたＡＡＣ機器
を活用して指導し、そこで得られたスキルを
日常生活に導入することをめざした。各事例
とも、AAC 機器の使用でコミュニケーション
スキルの獲得や向上が図られたが、１事例を
除いて、導入までには至らなかった。その理
由として、家族が機器の導入に伴う負担を回
避したこと、ハイテクエイドなどは高価であ
り、使用中に壊すことを危惧したことなどが
あげられる。しかし、いくつかの事例は継続
中であり、更に目標に向けて研究する予定で
ある。また、AAC 機器が日常生活に活用され
難い傾向は、特別支援学校でも同様であり、
その要因について調査を行う予定である。 
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